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電力の自由化とは？

これまで家庭で使う電気は、各地域の特定の電力
会社（九州電力㈱）からしか購入できませんでした
が、２０１６年4月1日以降は、電力の小売が全面的
に自由化されたため、既存の電力会社（九州電力
㈱）だけでなく、業種を問わずさまざまな事業者（新
電力会社）から電気を購入できるようになっていま
す。
＊さまざまな事業者：

電力会社、ガス会社、石油会社、通信会社、
鉄道会社、商社、ハウスメーカーなど



大分県で購入できる電力会社

２０１６年の電力自由化以降、新たに契約できる可能性
のある電力会社の一覧です。（次ページ）

既存の九州電力以外にも、約７０社のＰＰＳが電力を供
給する可能性があります。また、大分県の地熱や温泉
熱、小水力を活用した発電にも俄かに注目が集まってい
ます。今後大分県に本社を置くＰＰＳや、同地域の特性
を活かしたＰＰＳが出てくるかもしれません。
２０１６年の電力自由化によって、どのようなＰＰＳ、電

気料金のプランを選べるようになるか、今後の動向に注
目ください。



九州電力 サイサン イーレックス・スパーク・マーケテイング

ヤマダのでんき 丸紅新電力 ＫＤＤＩ

ＨＩＳ みやまんでんき Ｌooopでんき

まちでんき イデックスでんき 長崎新電力

じぶん電力 ＠niｆｔｙでんき 洸陽電機

ナンワエネジー

新電力おおいた

新出光

ワタミファームエナジー

ＨＴＢエナジー

ミツウロコクリーンエネルギー

ＪＣＯＭ電機

（電力会社一覧）

大分県は、現在２２社 ＊全国は、３９２社（2017.4現在）



電力会社の選択

選
択
肢

①環境にやさしいＣＯ２の少ない

電気

②料金の安い 電気



選択肢に基づいた電力会社の情報

別紙にて紹介

うち、私が選んだ電力会社は？

洸陽電機

①CO2排出 0.378kg(九電0.528)
年間341kg削減（▽28.4％）

＊28年度年間電力量2276kwh(190kwh/月)

②料金 〇150円/月



2017再エネ賦課金
◆2012  0.22円/kwh  2013  0.35円 2014  0.35円
2015  1.58円 2016  2.25円 2017   2.64円

＊2012対2017=2.64/0.22→12倍
＊2017 5月分～ 300kwh/月の場合792円（9500円/年）

◇2017国民負担額 2兆1000億円
◇2017買取価格（10kw未満）
東電、関電、中電28円 他30円 ＊対前年▽3円

❐2015発電再エネ率7.4%(太陽3.3,風力0.5,地熱0.3,
小水力1.7,バイオ1.5)
❐2030目標 22%～24% ❐2050環境省長期戦略90%



①現在、地球の平均気温は

約15℃（大分市は約16℃）

②地球をおおう大気にCO2など
の温室効果ガスがあって、地球
を温暖にしています。温室効果ガ
スがなければ、マイナス19℃の

地球です。
③温暖化のしくみ
太陽から地球に届く光は、地球を

暖め、大気に放射され、大気の
ＣＯ2などに吸収され、温室効果に
より、地球を暖めます。

④産業革命以降、ＣＯ2が増えて
地球温暖化が進んでいます。

これが地球温暖化で、
主な原因はCO2です。

地球温暖化の主犯は、ＣＯ2(二酸化炭素）

ＣＯ2濃度 280ppm ＣＯ2濃度 400ppm

宇宙観測機：いぶき

大気中のＣＯ2を観測
（日本の宇宙機120機）

http://www.jccca.org/chart/img/chart01_01_img01.jpg


ＣＯ2

10
イラスト出典（一部）：環境省 伝え手のためのワークショップ

ＣＯ2(二酸化炭素）はどうして増えたの？
産業革命（約200年前）以降
①化石燃料（石油、石炭、天然ガス）を大量に使うようになった。
②農地用、住宅用などに森林を大量に伐採（ばっさい）した。

電気
ガス（調理）

灯油（暖房）
ガソリン
（輸送）

森林伐採（CO2吸収源の減少）

発電所



◆家庭用エアコン普及率

1960代 ほぼゼロ
2000以降 90%以上
◆乗用車保有台数

1966 230万台
2014           6000万台超
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家庭部門の温暖化の犯人は？

52%

13%

5%

30%
2015年度
加藤家

2,727
電気

ガソリン

都市ガス

灯油

電気とガソリン
のＣＯ2の排出
（はいしゅつ）で
70％を占める。

→対策

http://www.jccca.org/chart/img/chart04_06_img01.jpg


冷蔵庫、照明が上位を占めています
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エネルギー区分 単位 単位あたりのCO2量

電気 kwh 0.6kg→0.53

都市ガス ㎥ 2.2kg

プロパンバス ㎥ 6.0kg

灯油 L 2.5kg

ガソリン Ｌ 2.3kg

水道 ㎥ 02kg

知識参考：エネルギー別ＣＯ2排出量



我が家の主な緩和策の現状
基本：「環境家計簿」の実践

・・・環境家計簿は、家庭の環境アセスメント・・・
～エコを楽しみながら、奥さんとぶつかりながら～

◆電気：夏のエアコンレス、みどりのカーテン、ＬＥＤ化、こまめな
節電（照明、冷蔵庫、ポット等）、床下換気扇停止,
電動式コンポスト廃止等

◆ガス：省エネガス給湯器に切り替え
◆石油：風呂は上記ガスに切り替え、暖房を灯油からエアコンへ変

更
◆ガソリン：エコドライブ、バス利用 15回/月
◆食：買い物週1回、生ごみのコンポスト（畑）、３切り行動
◆森林保全活動・生物保全活動：うーたの会活動

課題：テレビ時間、冷蔵庫更新、家庭の電力自由化（エコ
な電気の選択）＊申込み完了



5210

4498
4035

3417

2727
2462

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

CO2kg・年
285,001 

248,329 

195,717

189,145

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

25年度 26年度 27年度 28年度

Ｋｇ

４年間で４８％削減

ＣＯ２ 年間排出量kg
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